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放送向け営業放送業務標準プログラム

"HIVIS10N-ⅠIMの開発
Development of Computer-Aided Broadcasting ControI

Standard Program for Private Broadcasting Stations

民間放送会社は,その商品がCM放送時間という限られた資手原のため,これを効

果的に販売すること,及び販売(営業)から放送準イ嵐 放送後処理までの業務を効率

的に遂行することを目的にシステム化計画の気運が高い｡

しかし,このシステム建設に要する要員の確保が雉しく,かつ短期間での建設の

要請も強い状況にある｡

これらの要請に対処するため,民間放送会社システム開発の実績をもとに,

"HIVISION-ⅠⅠ”を開発した｡

"HIVISION-ⅠⅠ”は,上宅間放送会社でのメイン業務を営業放送システムとしてと

らえ,これを構成する標準プログラム群である｡

本稿は,``HIVISION-ⅠⅠ◆'の概要及び適用について論述する｡

l】 緒 言

民間放送会社は,放送事業として番組を放送するが,この

番組放送を手段として,｢■総放送時間の--一定量+と規定された

CM(コマーンヤル)放送時間をf振売し放送する｡現在各県平

均2社が存在し盲伝広告で大きな比重をもつ産業として成長

してきている｡しカ:し,これまでには幾つかの変遷があり,

現状もまた他メディアとの競争,同業他社との競でナなど極め

て厳しく,全国約100祉の企業格差は拡大する傾1占=二ある｡

これは広告媒体としての厳ししゝ評価が,上宅間放送会社の番組

編成の二役割をより重く し,同時に取引条件の榎雑化を促し営

業部門のより敵密な対比こを迫っている｡したがって,これに

対応する体制づく りが急務であることは論を待たない｡

近年この対応の一つとして,コンピュータの導入による業

務のシステム化計画が盛んであるが,′卜形機の導入,事務処

理の機械化では効果が上がらず,営業から放送準備,放送後

処】翌阜こ至る一一貫したシステム化によってはじめて効果を得る

ことが明らかになりつつある｡しかし,このシステム建設に

当たっての要員,期間の確保に苦慮しているのが現況である｡

これらの二状況から,民間放送会社数社のシステム開発の糸草

験を踏まえて,営業放送業務標準プログラム"HIVISION一ⅠⅠ''

(HitachiVideocast Supporti叩Information Online Sys-

tem-Il)を開発した｡以下この機能の概要,適用上の効果に

ついて述べる｡

臣l 営業放送システム

民間放送会社の販売活動は,契約内容(CM)が放送される

数箇月前から開始される｡その月反売方式は,

(1)プログラムCM(Program Commercial又はタイム)

番組提供の広告主が,番組の提供時間内に挿人するCM

(2)パーティシペーティングCM(Participating CM)

番組時間内に設けられたCM

(3)スポットCM(Spot CM)

番組に関係なく,番組と番組の間に挿入されるCM(ステ
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ーションブレイク)

(4)案内CM(又はガイドCM)

ステー【ションブレイク以外で編成した時間に集中して放送

するCM

以_Lの4種類がある｡契約されたCMは,指ホされた日時に
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図l民間放送会社の仕事の;売れと``川∨】SlON-ⅠⅠ”適用範囲(太枠)

民間放送局での契約から放送,放送後処理までの仕事の流れと,`-H】VIS10N-

ⅠⅠ'-の適用範囲を示す｡
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契約に従った完全な姿で放送されなければならない｡しかし,

数箇月前から予定された番組は,突発事件の実況中継,特別

番組など放送としての価値あるものに急に変更されることが

ある｡また,スポーツ中継の延長,他社番組(裏番組)との関

係による放送変更など,当初の子宝番組が変更される場合も

ある｡このような場合でもCM放送に支障を来すことは許さ

れない｡更に,番組変更に伴うCM放送の変更は,広告会社

及び広告主に確実に連絡しなければならない｡

一方,泣こ告主側も当初予定していたCMフイルム(素材)の

変更,あるいは契約内答の変更が起こり得る｡

このような条件下に対応する｢営業放送システム+は,二

れら･状況の変化に迅速かつ容易,正確に対応できることが必

要である｡このためには,コンピュータが日常業務の中に入

り込む,すなわちマンマシンの対話をべ【スとしたシステム

であることが重要である｡発生したデータを一元管理し,営

業契約から放送準備,放送後処理に三至るまでの一貫した業務

処理を｢営業放送システム+という｡

この営業放送システムでの一連のコンピュータ処理のプロ

グラム群を,仙HIVISION-ⅠⅠ''として開発した(区‖参照)｡

田 ハードウェア･ソフトウェア構成

ここで"HIVISION-ⅠⅠ''システムを構成するハードウェ

ア･ソフトウエアの構成を図2に示す｡中央処‡里装置には日

立中形コンピュータであるHITAC M-140H以上を,オンラ

イン端末としては1,024文字の漢字表ホが可能なHITAC T-

560/20タイプⅠⅠシステムを採用し,ライトペン使用と合わ

せマンマシンインタフェースの向上を図っている｡オペレー

ティングシステムにはVOSl(Virtualstorage Operating

Systeml),オンラインコントロ【ルプログラムにはTMS-1

オンライン
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図2 ``HIVIS10N-ⅠⅠ”を支援するハードウェア･ソフトウェア

``HlVIS卜ON-1I''を適用するに当たって,サポートするハードウェア構成.ソフ

トウェア構成の概念図を示す｡
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図3 "HlVIS10N-ⅠⅠ''適用による｢営業放送オンラインシステム+ ●■HlVIS10N-ⅠⅠ”を構成するオンライン業務,関連パッチ業務を示す｡
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(Transactiom Management System-1)を採用L,高度なオ

ンラインシステムを構成している｡

田 "HIVIS10N-ⅠⅠ”適用による営業放送システム

図3,4に"HIVISION-ⅠⅠ''適用による営業放送システム

の概要を示す｡

4.1 番組編成管理

番組編成により放送が決定し,通常2クール(26週)の番組_

及び放送時間,放送内容を登録管理する｡実際の放送は放送

直前に種々の決定要因があり,当初の配列どおり放送が実施

されるとは限らなし､｡公共性のあるニュースあるいは特別番

組の挿入,雨天などによるスポ"ツ中継の中止などがこの例

で,これらの変更が発生のつど番組内答の変更登録を行なう｡

また,番組とCMの放送手順を規定した放送フォーマットの

登録を行なう｡登録,登録変更はオンライン端末を用いる｡

4.2 枠管理

番組内客の登録が行なわれ,番組内(タイム)及び番組間

(ステーションブレイク)のCM販売秒数が決定しだいCM総

秒数の登録管理を行なう｡本作業で全社あるいは支社別販売

状況を把握し,売り過ぎ,売残しのドガ止が放送の事前に行な

える｡なお,本作業では契約内容の評価を行なうのに必要な

評価情報(正価格,実価格,視聴率,タイムクラスなど)を登

録する｡

4.3 顧客管∃哩

契約時に必要な広告会社,広告主内答及び販売促進として

設定される企画内答の登録を行なう｡また,請求処理,放送

通知処理に反映させるとともに広告会社,広告主及び企画に

ついての売上ご状況の把握,営業部門への指針資料の作成が可

能である｡

4.4 契約管理

官業部門による販売活動は契約という形で集約される｡契

約に至るまでには広告会社又は広告主と数度にわたる折衝が

もたれるが,民間放送会社での商品はCM放送時間であり,

その時間を重複して販売することは許されない｡そこで契約

を,その確忘三度今により予約,内定,決定と区分し管理する

(タイムCM,スポットCM,パーティシペーティングCM,

案内CM別)｡

契約時に広告会社及び広告主との間で決められたCMポジ

ションは,オンライン端末に表示された全社又は支社別の空

き秒数を確認しながらライトペンで指示し,ファイルに登録

する｡CMポジション登録後,即座に契約内容の評価情報が

ディス70レイに表示される｡契約内容,CMポジションの問

合せ確認なども容易で正確なメ犬況把握が可能となる｡

4.5 素材管理

契約されたCMポジションで放送するCM素材,及び番組

タイトル素材,提供素材を登録する｡CM素材については,

ノ上告主単位又は契約単位で管理する｡また,CMバンクの登

録アドレスの自動莞番を行なう｡未才般入素材の把握が正確に

なると同時に,素材使用期間管理が自動的に行なわれ素材管

理精度は大きく向上する｡

4.6 放送準備

契約に登録されたCMポジションに広告会社から指示され

たCM素材を割り当て,放送日2～3日前放送1日分のCM素

材の放送順序づけ,及び販売未完のCMポジションへの案内
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又はPR素材の埋め込みを行なう｡1H放送分のCMl別付が

完全になった時点で放送制御用の情報を付加し,放送制御用

コンピュータにフロソピ【ディ スク又は紙テー7Gによって指

示する｡同時に,CMバンクに対してもCM編集指ホを行な

つ｡

4.7 放送後処理

放送通知書,請求書の発行はもとより,登録デ【タ,餐変

データの分類加工を行ない,各部署各業務で必要とする管二咤

資料,統計資料の出力を行なう｡

B "HIVIS10N-ⅠⅠ''適用の効果

システムを建設するためには,現二快調査一システム設計-プ

ログラミングの手順を踏む｡営業放送システムを構築するに

当たってもこク)手順に沿い,営業契約から放送準備,放送後

処理に至る関連する業ラ紡の現ご状調査から始まる｡営業放送シ

ステムに関連する業務は非瑞1二複雑多山支であり,規ご快調奄だ

けでも多くの期間,工数を必要とする｡営業放送システムの

実現までには,"HIVISION-ⅠⅠ''を使用しない場合およそ

1.5年の期間と80～150人/月の工数を必要とすると試算して

いる｡

"HIVISION-ⅠⅠ､'は,過去数社の民間放送会社の営業放送

システム開発の経験による豊富な現状調査結果をもとに,民

間放送会社営業放送システムのあるべき姿を描いた_卜で開発

した標準プログラム群である｡前にも述べたが,上宅間放送会

社はCM時間を販売する企業活動で成り立っている｡したが

って,販売商品,販売点数,組織構成とも大きな差異はな

く,業務処理もまた大差はないことが現二状調査から判明して

し､る｡

文論

官業放送システムの建設は,現二快調奄によって自社独得の

処碑,固有の手続を見いだし,該当するプログラムを追加傾

正し,プログラム群を組み立てることによって建設が進めら

れ,システム埋設での大幅な開発期間の短縮,工数の削減が

1切れる｡以下に,"HIVISION一ⅠⅠ''適用の効果について述べ

る｡

(1)システム建設期間の短プ縮

(2)システム建設工数の削i械

(､3)統でナシステムと構成するプログラム群の活用

(4)豊富な調杏結果に濃づいたプログラム群の活用

(5)処f里スピ【ドを配慮したプログラム構成

(6)放送運行,CM編集,財務会計など他システムとのイン

タフェーースの明確化

(7)信柚あるハⅧドゥェア･ソフトウェアの油用

(8)障害に対Lての十分な配慮

(9)経験ある専門システムエンジニアのコンサルテ【ション

凶 結 言

以卜,民楓放送全社向け営業放送業務標準プログラム"Hト

ⅤISION-ⅠⅠについて紹介した｡この適用によりユーザ【は

知期間で官業放送システムの実現をみることができる｡また,

テ【タは
一九管理され情報は蓄積される｡この蓄積されたデ

ーータ,情報を加工,分析し経営管理資料として,販売戟略,

販売戦術のための情報や番組編成のための分析資料,視聴者

動Irり調杏資料として有効活絹することかできる｡また更に,

他システムとの有機的結合により,いっそう総合されたシス

テムとして発展させることが,営業放送システム建設後の上宅

間放送会社の課題であると言える｡

企業内通信網用パケット交換システム

日立製作所 兵藤剛士

情報処理学会誌 21-8,868(昭55-8)

パケ･ソト交換網には,不特宕多数の石モ業

や個人が共同利用する公衆パケット交投網

と,各村の主官庁の提供する専用線を伯用

した特定企業専用の私設/､ケ･ソト交換網の

二つが名▲えられる｡

本稿は後者について,日社製作所の開発

した企業内通イ`占網用【l立ハケリト交授シス

テム"HIPA-NET”("HitachiPacket Net-

work-')を中心にしてか業内通イ言網用パケソ

ト交換システムについて解説したもグ)で

ある｡

私設通イ.;綱のjdらし､は,(1)公衆網では

提供しに〈い固有のサ【ビスの実現,(2)特

定通信回線の高台巳年利用,(3)ユーーサー独

自の業務に柔軟に対処できるネ､ソト｢アーク

の構築などにある｡二のような観点から私

設通イ､諾網か具備すべき条件を示すと,(a)デ

ータ通信,77クシミリ通イ言,テレタイフ
通信などの多様な通信に適用できること,

(b)特定の顧客に固有なサービス,あるしlほ

固有の属惟をもつ端末を支援できること,

(c)遅延時間か大きい.あるいは伝送品官∠宕の

良好でないなどの特有乙･粂什の【口1線にも通

子㌻できること,(d)校数の過仁言業者グ)拉供

する凶線を使用する過†言綱にも適用できる

こと,(e)ア十ログ専用線,ティ ノタ′し専

糊線,DDX同紙など各椎の回線に適絹て

きること,(f)総トラフイリグ宗の′トきし､シ

ステムを経哨的に実現できること,となる二

…HIPA-NET､■は,二のような目的に通子干

するハケ･ノト交換､ノ＼ケ･′卜紺卜立･分解及

び網管理の三つの械能をもつ標準ノード装

置の組合せにより,Jム範なユーザー｢･の要求

を満たす設計一牡想て作レー+れている｡

二の稚準ノl-一卜装置の代表例とLて,ノ､

ケ･ソト交換局枚ひ■網管理局かある｡ノ＼ケ1ソ

ト交換局は,最大31回線収容てき,回線速

度2,400ビ･ソト′′s～4批ヒーソト′/sの速度を扱

うことかできる.｡細管士里局も同等の能力が

あり,システム内の各装置を遠隔制御でき

るように,ヘルスチエ
′ク､リモートハワ

ーーコントロール,=モートローーティンク,

系構成ク〕切放え､統計チータ収集乙･ヒ‾の機

能をも｢てしlる.〕
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本紙では､最後にこの"HIPA-NETl'を

依った国際フ7クシミリネットワークとコ

ンヒューータネットr7-クの例を挙げてし､る｡

国際フー′つクシミリネソトワ=クは,世界各

地に設置きれた同一企業l勺の支店間を音声

維の田l祭特定通イ言回線で接続し,各_支店間

で7了▲クシミリ,テレタイフ､及び電話通信

をナナなうものであり､高価な適仁回線を効

率的に使川することを目的としている｡更

に,全国的な広かりをもつコンヒュ一夕ネ

ソトワークかそえJ+れるか,この特長は,

サービスの柏別ことに処理をマルチホスト

コンヒュ【タに分散することにより,サーー

ビスごとの拡弓削咋が得られること,更にホ

1トコンヒュータを地域分散し,他宗など

の泣こ城災害に対する安全性を高めることか

ある｡

今後多様化してゆくオフィスオートメー

ションの時代を巧▲えると,データ,ファク

ンこり,音声などク)異な一ノたタイプーの通信

を総合的に扱う企業内の複合適イ言網こ【ス

は,圭すます高まノ1てゆくと考▲えごJれる｡




